キャリコン大賞原稿様式

· この書類は原稿作成に関する説明書ですが、上書き・削除することで、そのまま原稿用紙として使えるように設定しています。
· 一旦このファイルをコピーしていただき、コピー側を原稿用紙としてお使いくださると便利です。

キャリコン大賞応募用
　

実践レポート作成要領＆原稿用紙


⊿原稿締め切り　　　　H22年12月15日（水）必着

⊿原稿枚数　　　　　　A4にてプリントして、表紙を含み11枚以内。
　　　　　　　　　　　（別添データ・資料は5枚以内・様式自由ですが、参照しやすいガイドを心がけてください。）

⊿原稿送付先　　　　　office@career-cc.org
e-mailにて原稿を添付してお送りください。
（安全のためにファイルを開くためのパスワードを設定し、別メールにてパスワ

ードをお知らせいただくことをお勧めいたします）

USBなどの媒体でお送りいただく場合は下記へ。

〒105-0011東京都港区芝公園1-7-6退職金機構ビル別館３階

特定非営利活動法人キャリア・コンサルティング協議会

キャリコン大賞事務局宛　　　　電話 03-5402-5588

特定非営利活動法人キャリア・コンサルティング協議会
キャリコン大賞事務局
電話 03-5402-5588
【書式設定】


（１）提出していただくレポートは、「MS　WORD」を使って作成してくだい。
（この文書がWordで作られていますから、これを使っていただいて結構です）
（２）１行あたりの文字数は、文字の大きさ（ボイント＜級数＞）と字体（ゴシック体や明朝体など）によって違ってきますが、概ね1行４６～４７字にしてください。
（この文書がそのように設定されていますから、これを使っていただいて結構です）

（３）１ページあたりの行数は４０行としてください。
（この文書がそのように設定されていますから、これを使っていただいて結構です）
（４）見出しの字体は⇒「MSゴシック」、本文は⇒「MS明朝」を使ってください。
（特別に強調したい箇所がある場合は違う字体にしても結構です）
（５）余白は、上21mm、下21mm、右17mm、左20mmとしてください。

（この文書がそのように設定されていますから、これを使っていただいて結構です）
【見出しの階層標記の例（字体と級数）】


Ⅰ.問題意識と現状
□高学歴になっているにもかかわらず、若年者の雇用が進まない○○市においては、平成18年から市役所と商工会議所が協調して様々なイベントを実施してきてはいるが………………………………………………………………
１．○○市における若年者の離職率と雇用数の推移
（１）当市の雇用統計
□ここ5年の推移を見ると、小売業や飲食業への就職は維持できているものの、製造業や娯楽関連への就業が５年間で65%の落ち込みとなっている。ハローワークで勤務する私にとっては次の4つの要因があるのではないかと仮説を立てて、雇用主へのインタビューを通じて把握しようとした。

①大手企業の工場閉鎖
□自動車部品メーカー、化学薬品メーカー、家電メーカーの工場で、かつては1,300人の雇用が確保されていたが、現在は正規社員で590人の雇用に激減している。その経緯は次の通りであった。

□□a.正規社員のリストラ
□□・派遣労働者の契約解除を皮切りに、2年間で正社員にまで及ぶにいたり、当市ではハローワークと協力して再就職支援に乗り出してはみたが…………………………………………………………


【ここから以降は、このまま上書き・消去して原稿様式として使えます】
【表紙を含み、全11ページ以内とする】


地域のネットワークを活用した

キャリア・コンサルティング活動
～先祖の田畑を守り、生活し、雇用されるための、ある地域での活動～



報告者名　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps22 \o\ad(\s\up 21(き),木)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps22 \o\ad(\s\up 21(やりや),槍屋)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps22 \o\ad(\s\up 21(たつお),達夫)
●所属：○○県○○支援センター　キャリア・アドバイザー（会社役員兼務）
●主たる実践場所：○○県○○市および、県立職業能力開発センター
●対象活動期間:　　　年　　月～　　年　　月


【報告者の経歴・プロフィール】（主要な職務経歴および所属団体、保有資格など）

1955年栃木県宇都宮生まれ。地元自動車部品メーカーにて生産管理部門を20年担当したのち、人材開発部に異動し、企業内研修の企画とキャリア支援を手がけ、産業カウンセラー資格の取得を足がかりに、キャリア・コンサルタント資格をとり、社員のキャリア相談を担当することとなった。

５年前からは早期退職し、孫会社に当たる人材紹介会社の役員として席を置きながら、キャリア・コンサルティングを軸とした事業を手がけることとなったことを契機に、市役所と商工会議所が推進する地元活性化プロジェクトに参画し、雇用・生活・活性化といった分野でネットワークを広げて活動中。

人財の開発が地域を活性化させると感じ、キャリア・コンサルティングを学び、若年と年配者のキャリア相談業務を市役所に提言し、一定の予算を獲得して農地の維持と雇用の獲得を両立させるべく、活動をしている。キャリア・コンサルタントとしての私の周囲には、さまざまな分野の地元サポーターがいて、彼らの協力によってこの報告ができるようになった。

Ⅰ.報告概要:（活動と報告内容のアウトラインおよび成果を簡潔に整理したもの）
　
【本文の表現方法は「である調」とし、「です、ます調」としないでください】

【この様式は、見出しと見出しの間を詰めて表記していますので、適宜拡張してください】

Ⅱ.問題意識と現状:（当該活動を行った経緯と当時の現状）　
　
【見出しの間は、適宜拡張してください】

Ⅲ.活動の目標としたこと:（「何を」「いつまでに」「どれほど、またはどのような状態にしたい」と考えたのか）

　
【見出しの間は、適宜拡張してください】

Ⅳ.活動のステップ:（どのような段階を経たか。可能なら図示にて）
　
【見出しの間は、適宜拡張してください】

Ⅴ.活動の具体的な展開:（誰を巻き込み、どのようにしたか。図・写真などにより可視化。本文に入らない場合は別添とする。）なお、特に工夫した点があれば、それを特記する。
　
【見出しの間は、適宜拡張してください】

Ⅵ. 結果および副次効果:（データ、図表、写真などにより可視化）＜別添可＞
　
（貢献できた、成長した、展開できたといった抽象的な言葉として成果を示した場合は評価が困難になりますので、数値の変化や行動の変化で提示してください。）
【見出しの間は、適宜拡張してください】

Ⅶ.考察:（活動を通じて新たに分かったこと、感じたこと、苦労したこと、工夫したことなど）

　
【見出しの間は、適宜拡張してください】

Ⅷ. 今後の課題:（やりのこしたこと・向上させたいこと・さらに拡げたいことなど）

　
【見出しの間は、適宜拡張してください】

以上















小見出し。MSゴシック、10.5ポイント











中見出し。MSゴシック、10.5ポイント











氏名　MSゴシック、22ポイント
























































本文。MS明朝、10.5ポイント











【括弧内】　MSゴシック、10.5ポイント





表紙見本





１字分アキ





MS明朝、10.5ポイント





大見出し。MSゴシック、12ポイント








　MSゴシック、10.5ポイント





サブタイトル　MSゴシック、12ポイント





メインタイトル　MSゴシック、18ポイント





２字分アキ





本文。MS明朝、10.5ポイント














小々見出し。MSゴシック、10.5ポイント











本文。MS明朝、10.5ポイント
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